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〈報 告〉

介護予防事業における嚥下体操および呼吸筋トレーニングの

口腔機能，呼吸機能，食事に関する QOL に及ぼす影響

保科 エミ・河合 祥雄

In‰uence of the swallowing exercise and respiratory rehabilitation on oral function,
respiratory function and QOL of meal, for home-dwelling elderly.

Emi HOSHINAand Sachio KAWAI

. 緒 言

わが国65歳以上の要介護高齢者では肺炎が死因の

第 1 位である4)．その一因は，加齢に伴う，摂食，

咀嚼力，嚥下機能，味覚，唾液分泌などの機能（以

下口腔機能）低下による誤嚥で，それによる肺炎

を誤嚥性肺炎という．口腔機能を回復させる訓練法

に嚥下体操があり，介護予防事業の一環として嚥下

体操が各自治体で行われ始めている2)．

一方で，口腔機能の低下は肺炎だけでなく窒息の

一因にもなりうる．窒息事故の83が65歳以上の高

齢者に生じその対処法として，異物を排除すること

が重要である，しかし，加齢に伴う呼吸機能の低下

が報告1)されていることから嚥下体操に加え，呼吸

筋トレーニングを併用して行うことが重要である．

しかしながらこれらの指導頻度は少なく，毎週行

っているところは少ない．

そこで，高齢者の介護予防事業（運動教室）にお

ける嚥下体操と呼吸筋トレーニングの口腔機能，呼

吸機能，食事に関する QOL に及ぼす影響について

検討することを目的とした．

. 方 法

研究は平成20年 7 月～10月で実施され，対象は介

護予事業運動教室に参加している65歳以上の高齢者

37名，運動介入群25名，対照群12名，平均年齢は

75.6±4.6歳である．なお，介入群の対象条件は期

間中 3 分の 2 以上の教室参加者で，前後の測定及び

アンケート実施者とし，呼吸器疾患，循環器疾患の

ある 5 名を除外した．運動内容は呼吸筋トレーニン

グとして，胸郭可動性呼吸で吸息 8 秒間，息こらえ

を 4 秒間，口すぼめ呼吸で呼息 4 秒間，息こらえを

4 秒間行い，呼吸リハビリテーションで行われてい

る 3 つの要素を取り入れた深呼吸を考案し 5 セット

行なった．また，ほほ膨らまし体操，パタカラ体

操，早口言葉，唾液腺マッサージは介護予防口腔機

能マニュアル2)に準じて行った．測定項目はアン

ケート（食事，肺炎，歯科受診状況），肺活量，努

力肺活量，一秒率，反復嚥下反射（30秒間の自発的

嚥下回数測定），オーラルディアドコキネシス（10
秒間の構音回数測定），ほほ膨らまし観察，水飲み

観察を行い，介入前後に比較検討した．

. 結 果

反復嚥下テスト（介入群 前/後 4.7±2.7/5.4±
3.0 対照群 前/後 3.5±1.3/4.3±2.6），オーラル

ディアドコキネシス，肺活量（介入群 前/後 2.27
±0.6/2.54±0.4 対照群 前/後 2.14±0.8/2.23±
0.8），努力肺活量，1 秒率（介入群 前/後 92.42±
6.4/98.0.1±9.6 対照群 前/後 83.65±13.9/88.21
±9.2）において統計上，有意差は見られなかった．

また，ほほ膨らまし不能者は両群とも 2 名改善し，

水飲み不能者はいなかった．反復嚥下テストの平均

嚥下時間は，介入群において嚥下時間の短縮傾向

（介入群 前/後 3.5±2.8/2.6±7.2 対照群 前/後



290

表 1 アンケート結果（点数平均値)

質 問 内 容
介 入 群 対 照 群

Pre Post Pre Post

1 食事が楽しみですか（食事に対する意欲） 5.1±0.6 5.2±0.5 5.0±0.9 4.8±0.6
2 食事をおいしく食べていますか（満足度） 5.0±0.5 5.0±0.5 4.8±0.5 4.8±0.6
3 しっかりと食事がとれていますか 5.2±0.6 5.0±0.5 4.8±0.7 5.1±0.5

4 お口の健康状態はどうですか
(疾患ではなく苦痛や不自由さについて) 4.6±0.9 4.9±0.5 4.4±1.2 4.7±0.8

5 食事への意欲はありますか（積極性） 4.9±0.8 5.2±0.4 4.8±0.4 5.1±0.5
6 食事中の食べこぼしはありますか 2.2±1.0 2.4±1.5 2.9±1.2 2.3±0.7


7 食事中や食後のタンのからみはありますか 2.1±0.8 1.8±0.6 2.7±1.0 2.4±0.9


8 口臭はありますか 2.8±0.9 2.3±0.9 2.5±0.8 2.3±0.8


9 舌，歯，入れ歯などの汚れはありますか 3.1±1.1 2.8±1.1 3.0±1.0 2.9±1.2

10 食べ残しはありますか 3.1±0.3 3.2±0.6 3.3±0.9 3.3±0.9

＝P＜0.05
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3.7±2.2/3.0±2.3）にあったが，統計上有意差は

見られなかった．アンケートでは，痰のからみ，口

臭，口腔内の汚れについてのみ，介入群で統計上有

意な改善が見られた（表 1）．

. 考 察

介入群において呼吸機能の改善はなく，新規に考

案した深呼吸運動は効果がなかった．今後，より強

度を増した呼吸筋トレーニングを考案する必要があ

ると考えられる．オーラルディアドコキネシスで

は，介入前値（5.5～6.0回）は高齢者の平均値6.2回
と比較し，低下しておらず，パタカラ体操や早口言

葉の効果が出にくかったと考えられた．反復嚥下テ

ストでは介入群，非介入群ともに「嚥下障害ありと

判断される 3 回以下」より高い値を示ており，唾液

腺マッサージの効果が得られなかったものと考えら

れる．ほほ膨らまし観察と水飲み観察では，ほほ膨

らまし不能者は介入群 7 名，非介入群 2 名と少な

く，また，水飲み不能者はおらず，効果判定ができ

なかった．アンケートでは，口臭程度の減少，痰か

らみの減少，口腔内の汚れの減少は週 1 回の介入や

教室での意識付けが影響を及ぼした可能性が考えら

れる．本研究では，両群とも全身運動やストレッチ

などを行い，それらが本研究測定項目の値に影響を

及ぼした可能性が否定できない．よって，今後は特

に運動していない高齢者に対しても介入し比較検討

する必要がある．

. 結 論

嚥下体操および呼吸筋トレーニングは食べこぼし

を減らし，口臭をより清浄にし，口腔内環境を向上

させうることが示唆された．
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